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主要12施設点検結果
 毎年、主要な12施設について、点検結果を公表している
 令和４年度末時点においては、令和３年度末時点よりも、診断Ⅲの施設が減少している傾向が見られる
 一方で、一部の施設では診断Ⅲ施設数が増加しており、引き続き、インフラメンテナンスの進捗を図る必要がある

診断Ⅱ 診断Ⅲ 診断Ⅳ診断Ⅰ 施設の機能に
支障なし

施設の機能に支障が
生じていないが、予防保全
の観点から補修が望ましい状態

施設の機能に支障が
生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

施設の機能に支障が生じている
または生じる可能性が高く、
緊急に措置を講ずべき状態
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